
病 院 の 理 念     |
患者本位の医療     |
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基 本 方 針
・患者さまの意思を尊重し、信頼される医療を提供します。
・地域中核病院として、高度な医療と救急医療の充実に努めます。
・急性期病院として関係機関と連携し、地域医療の充実を目指します。
・地域がん診療拠点病院として、機能の充実強化に努めます。
・臨床研修指定病院として、地域医療を担う優れた医師の育成に
努めます。
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公立藤岡総合病院附属外来センター会議室で研修医(1年次)6名 による症例
発表および検討会が開催されました。
藤岡多野医師会長・副会長はじめ地域の医師・院内医師、職員 67名 の参加
があリー題ごとに熱心な検討がおこなわれました。

1.鈴山 耕平 血液内科
「肺腺癌と悪性リンパ腫を合併していた1例」
2.塚越 律子 消化器科
「抗TNFα抗体 (レ ミケー ド)が著効した難治性クローン病の1例」
3.富田 庸介 腎臓内科
「高レニン血症を呈した悪性高血圧の若年男性の1例」
4.諏訪 約也 呼吸器内科
「食欲不振を契機に発見され、
5.高橋 駿介 整形外科

悪性腫瘍との鑑別に苦慮した大動脈周囲炎の1例」

「サブショックで受診 した巨大背部腫瘍の 1例」
6.竹村 仁男 外科
「膵石嵌頓による膵炎、胆肝炎の 1例」

【検討会終了後に行われた表彰式と懇親会】

始めに古池緩和認定看護師による「がん性疼
痛を訴える患者の症例検討」をグループワーク
にて討議 し、グループそれぞれの検討内容を発
表しました。
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その後、疼痛コントロールについて石崎副院長が
がん性疼痛の評価、薬物療法・非薬物療法などをケ
アの事例をまじえながら講演を行いました。
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嬌 :鶴´ ユ 聾 即
平成 22年 1月 1日 付
精神科 ぃヵtらし たかし
五十嵐 孝 医師 (平成 6年卒)

15日 第2回藤岡地域がん診療ネットワーク会議    |
25日 藤岡がん診療講演会             |
「がん治療における最近の放射線治療について」 |

群馬大学大学院 中野 隆史 教授
27日 地域医療連携懇話会
症例発表「在宅主治医と病院医療に支えられた在宅緩和ケアの1事例」

31日 第7回藤岡ICLSコ ース

|‐ 4月 1                   詳細につきましては随時
当院ホこムページに掲載す

6日 第10回多野藤岡がん市民講座      る予定です。
「左雰層λた装寒嬰
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専進ごすために」     地ぶ醤療連携課
0274-22-6039

爾み・ごギ


